
第 25 回日本感染看護学会学術集会 プログラム 
 
2025 年 8 月 23 日（土） 

 

9:30～       受付開始 

 

10:00～       開会挨拶 

 

10:05～10:30   会長講演       座長：渡部 節子 (湘南医療大学) 

 

             「変容する医療と感染看護：持続可能性への看護のまなざし」 

演者：三橋 睦子 （国際医療福祉大学） 

 

10:30～10:40   休憩 

 

10:40～11:40   教育講演Ⅰ     座長：三橋 睦子 (国際医療福祉大学)  

 

「自然災害と感染症対策～DICT とは～」 

演者：泉川 公一 （長崎大学大学院） 

 

11:40～11:55   休憩 

 

11:55～12:55   ランチョンセミナー  共催：O&M Halyard Japan 合同会社 

座長：三浦 美穂 (久留米大学病院) 

 

「災害に備えた感染対策   

～迫りくる危機にどう備えるか、トイレ・備蓄大丈夫？～」 

演者：満井 美奈子  

（医療法人創起会 くまもと森都総合病院） 

 

12:55～13:05  休憩 

 

13:05～13:50  口演発表Ⅰ 一般演題（1～3 題）       

（発表：１０分質疑：５分）                             座長：宮里 智子 (沖縄県立看護大学) 

 

一般演題 1 「CO2拡散実験による災害避難時感染対策への考察」 

演者：五十君 寿美子 

 （国立研究開発法人 産業技術総合研究所） 

一般演題 2 「ドライシャンプーの種類による頭皮の洗浄効果の検討」 

演者：小川 俊子 （千葉大学大学院）     

一般演題 3 「新興感染症 COVID-19 流行下における看護管理者の困難の実態  

～パンデミック下の看護管理者の経験についての文献レビューから～」  

演者：西野 一史(熊本保健科学大学) 

  

 

 



13:50～14:00  休憩 

 

14:00～15:00  口演発表Ⅱ 実践活動報告（１～４題）     

（発表：１０分質疑：５分）                座長：遠藤 英子 (国際医療福祉大学大学院)                  

実践活動報告 1 「感染管理支援システムを導入した病院の１事例」 

                          演者：江藤 宏一郎（産業医科大学病院） 

実践活動報告 2「多職種連携による転倒予防ラウンドにおける感染症看護専門看護

師の役割」 

演者：江﨑 祐子（久留米大学医療センター） 

実践活動報告３「合理的行動理論を活用した一般病棟看護師への手指衛生遵守率

向上の取り組み」 

演者：三浦 直樹（順天堂大学医学部附属静岡病院） 

実践活動報告４「ICU 看護師の外発的動機づけによる手指消毒回数増加に向けた

取り組み」 

演者：松本 有香莉(神戸大学医学部附属病院) 

 
15:00～15:10  休憩 

 

15:10～16:40  シンポジウム 「口腔ケアと感染症」 

座長：岡田 忍 (川崎市立看護大学) 

吉川 千鶴子 (国際医療福祉大学) 

 

1. 令和 6 年能登半島地震 

「災害時に起こり得る口腔の変化とケアの工夫  

～ 平時に考える有事の備えとは！ ～」 

演者：長谷 剛志 （公立能登総合病院） 

2.  「唾液力を鍛えて免疫力をアップする  

―口腔粘膜免疫による感染症予防のメカニズム―」 

演者：槻木 恵一 （神奈川歯科大学） 

3.  「感染予防における口腔ケアの重要性と多職種連携の実際」 

演者：錦織 拓馬 （医療法人仁恕会 日野歯科医院） 

 

16:45      閉会 

  



2025 年 8 月 24 日（日） 

 

9:30～       受付開始 

 

10:00～10:45  口演発表 Ⅲ 一般演題（4～6） 

（発表：１０分質疑：５分）                     座長：城戸口 親史 (富山県立大学) 

一般演題 4 「感染管理認定看護師在籍医療機関における 

新型インフルエンザ対策の実態と認識」 

演者：飯干 恵子 (元 青梅市立総合病院) 

一般演題 5 「COVID-19 パンデミック時の呼吸用防護具の使用状況 

：単施設インタビュー調査より」 

演者：綿貫 香苗 (国立病院機構 福岡東医療センター) 

一般演題 6 「コロナ禍後のマスク着用の実態とマスク再使用による衛生学的検討」 

演者：池内 香菜子 (元千葉大学) 

 

10:45～10:55  休憩 

 

10:55～11:55  特別講演        座長：日高 艶子 (聖マリア学院大学) 

 

            「気候変動による健康問題と対策」 

演者： 藤田 八暉 （久留米大学） 

 

11:55～12:10  休憩 

 

12:10～13:10  ランチョンセミナー   共催：ニプロ株式会社 

座長：三浦 美穂 (久留米大学病院) 

 

「医療施設における次亜塩素酸水の噴霧除菌の可能性－安全性と有効性の検討」 

演者：棚町 千代子 （久留米大学） 

 

「フィットネス施設におけるイオンレス®（次亜塩素酸水）噴霧の有用性に関する検討」 

演者：甲斐 美里 （済生会 熊本病院） 

 

 

 



13:10～13:20  休憩 

 

13:20～１4:20  教育講演Ⅱ        座長：渡部 節子 (湘南医療大学) 

 

「感染症危機下のリスクコミュニケーション:命と健康を守るための原則と戦略」 

演者：蝦名 玲子  

（株式会社グローバルヘルスコミュニケーションズ） 

 

14:20～14:30  休憩 

 

14:30～15:15  口演発表Ⅳ 実践活動報告 （5～7）         

（発表：１０分質疑：５分）                            座長：大湾 知子 (琉球大学・琉球大学病院) 

実践活動報告５「感染症分野の専門・認定看護師が皮膚・排泄ケア認定看護師と協

働し介入した看護実践報告 

～診療科が限られた中小病院における 3 事例の検討～」 

演者：中村友美（済生会大牟田病院） 

実践活動報告６「介護老人保健施設における感染管理の活動」 

演者：田中 理恵（大雄会第一病院） 

実践活動報告７「高齢者施設で生活する患者の反復性蜂窩織炎 

～多職種連携で再燃を予防する～」 

演者：橋本 渚（済生会千里病院） 

 

15:20        閉会 


